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はじめに

細胞は多くのタンパク質をかなりの速度で生合成しており、従って、タンパ

ク質のフォールディングを助けたり、ミスフォーノレドしてしまったタンパク質

を分解したりする細胞内機構が重要な役割を果たしている。小胞体では、多く

の分泌宜白質や膜蛋白質が生合成されるが、このとき正しい高次構造を取った

蛋白質のみが分泌経路にのり、ミスフォールドしたタンパク質は小胞体内にと

どめられることが知られており、小胞体の品質管理機構と呼ばれている。この

時ミスフォールドしたタンパク質の多くは、細胞質に逆行輸送された後にプロ

テアソームによって分解されることが明らかにされ、この機構は小胞体関連分

解(ERAD)と呼ばれている O

私たちは、マウス新規遺伝子 EDEMをクローニングし、この遺伝子産物が糖タ

ンパク質の小胞体関連分解を促進することを明らかにした(EMBORθ'ports， 2， 

415-422 (2001))0本研究では、 EDEM蛋白質が、どのような機序で糖タンパク

質の ERA臼を促進するのかについて検討した。
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